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今年の台風をめぐって
一主として．「情報」と「通信網」のこと一

　今年ほど色々の台風が相ついで上陸した年は近来あま

りなかった事と思ろ！　　㌧

　その為か台風に対する報道陣の記事の取扱いも今迄と

は異なった行き方を示し，上陸の数日前から既に大々的

に報道を始めたようである．これは今迄にあまりなかっ

た事で防災といろ面からは大変結構なことであるが，そ

のため多少行きすぎのあったことも否定出来ない事実で

あった．また数多い台風の上陸回数に比してその被害の

程度が頭初予想されたよりも少なかったという感じから

世間の人々に何か割り切れない感じを持たせたよろであ

る．そこで中央気象台が今まで発表した台風情報そのも

のを批判する向きもあり，情報の形式についてもそろそ

ろ検討を要する時期が来ていると思われるのでその問題

について述べてみたい．

　台　風　概　観

　今年は9月に入ると毎週のように台風力辻陸して来て

全国の測候所は文字通り不’眠不休の活動がなされ，ただ

さえ人員不足になやむ測候所は一体どんな勤務をしただ

ろ弓かを考えるとただただ感 謝せざるを得ないのであ

る．まさに気象台にとっては世紀最悪の年であり月であ

ったといっても過言ではないと思われる．

　第6号台風は8月18日未明九州南部から本年最初に

上陸したもので四国を経て衰弱しながら本州を縦断して

東方洋上へぬけた．この台厨は比較的中心で風が弱かっ

たこと，四国付近で副低気圧が発生したとかしないとか

で色々と新聞種をまきちらしたもので，中心で特に風が

弱かった事からカナダライ台風といら名をつけられた・

　第13号台風は一口にいえば豆台風性のもので，9月

7日午後南九州から上陸して九州を縦断し，山陰沖から

日本海にぬけ幾分発達しながら北海道方面に去ったも

の．日本海上で再び発達した所はその規模こそ異うが間

題を起した第15号台属と同じケースであっ牟．

　つずく第12号台風は色々と大きな問題を投げかげた

超大型台風で，その暴風牛円はかって経験したことのな

い程の広さであったことと多眼の大きさが異常に大きか

ったことからドーナツツ型台風と異名をとつた・9月

13日夜九州南部から上陸し，そのまNまっすぐにジェヅ

トストリームを横切って北上し，日本海を経てハバロフ

スク方面へぬげたもので，解析上今後の問題をのこした

台風である．

　1954年11月

，誰4

　　　　大　野　義．輝。　」。☆

　　　　　　　キ　　リレ　ロけロの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とお　　第14号台風は南方海上から四国沖に接近したものそ』掻

最鎚その上陸地点がはっきりせず・結局1瑚岬瀬層1

　きく東方に向きを変え関東南部を経て東方海上にぬけ餐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すすぷ　た．進路予想が2転3転したため報道関係者をあわてさ1罷馨

　せたものである・またζφ時ほど飛行機観到の重要憐を腰

世間の人が知った例砂ないことと肺・　’1’醤

　　つずく第15号台厨は絡生忘れる事の出来ない争く⑳緩

欝墾簾離騰讐難講
　台風は速度が極めて早かったこと，上陸後次第に発連を麟

　はじめたことがその特徴であった・また新聞ラジオなξ－碑
で馳の重要言己事との囎上の腫が間題となり，報ぎ議

　一界自身へ新たな問題を投げかけたものとして注目された薩、1

　ものである．「災害は忘れた頃に来る」どころではない』鷺

　、「災害は来すぎるとあきられてしまろ」といろ結果とな、、濠

　って，たしかに新聞ラジオの取扱上の比重が間題であっ糞

　たといえよろ．

　　儲とその蘇について　　＿　　△藻
　　今回の台風についてはその情報の発表回数が従i来の台隆霧

　風に対するよりもはるかに多かった事もその特質にあげ☆

　ても良い・と思5．今迄の情報発表はどちらかといえば主、頴1

としてラジオ麗に合わせていたが冷年硬ひ噺聞吟壕

締切に合わせて発表したので・その結果として必然鰍飛

　多くなったかも知れない．元来耳できくラジオと目で見・灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　る新聞とでは同じ情報でもそこに自ら異なづた表現をして

　なければならない筈で，將来はそ’の辺のことも注意して・。、き

　情報を用意する必要があろ弓．例えば今年の台風で各新㍗、1畢

　聞杜が好んで用いたあの扇形の予想進路も新聞用として　逸

　は大変結構で直観的であるが，ラジオで放逡するとなる☆

　と地名とか緯度経度でいわなければならず，地図が頭に図

　入っていない一般の人々は何の事か聞いてさっぱりわか』1

　らないという事になってしまろ．常に利用者の立場に立、1

ってそれ力噺聞かラジオかによつて騰の発表の表現哲

　違える必要があるのではなかろろか．

　　情報の回数は，台風の性質によって自ら異なってくる獄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じドヨ・・が上陸寸前とか上陸後はなるべく多くしたカが良い・世1i、謙

　間の人は気象台発表の情報を’もとにして初めて台風の麟藩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デごオ　向を知るのであるから接近すればそれだけ情報を多く出，．霧

　して行くのが親切であり，ひいては個人の防災の役に，も僕

　たつといえよ5．例えば関東地方を襲った第14号台風碓藩
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時は何故か東海道沖へ進んで来た時，一般から台風は

　「どこかへ行ってしまったのではないか」という声が聞

かれ，あおててその後の台園についての談話を放邊した

が，これなどは毎時間ごとに情報が流れていれば不思議

がられる事もなくてすんだことかも知れない．世間の人

はニユースによって台風が刻々接近して来ることを聞か

され，内心次第に暴風がつのって来ると思っている時に
一
一
向 に風が彊く吹いて来ない，「これは変だぞ，ことに

よると台風はどこかへ向きを変えたか，さもなくばどこ

かへ行ってしまったのではないか」と思ったりして，迷

ろわげである．情報なり解読記事が毎時間ニユースで出

て行ったならば変な風設は出ないでもすむのではあるま

いか．

　気象台の人は天気図を毎時聞見ているわけだから少し

も疑間を持たないが，世間ではそんな所から逆に疑問を

持ちはじめ，r気象台はいったい何をしているんだ」と
’
い
ろ
声 が出て来るのだと思われる．

　こころみに今回の数多い台風の情報を今再び調べてみ

てそれだげで人々がはたして台風に対して十分な知識を

もち得たかど5か，反省する必要があると思ろ・今年の

台風については取材による解設が多く，そのため情報が

かすんでしまったという声も聞かないわけではないが，

刻々迫って来る台風に対して三時間毎の情報ではたして

世間が納得出来るだろ弓か．

　そこで情報と次の情報との間をうまく継ぎ合わせる大

きな役割をはたしているのがいわゆる解読記事である．

情報はいわば骨格であ例気象台の台風に対する骨子と

いえよ5．そこへ側面から予備知識の解読とい5肉付げ

をして初めて世間の人は台風なるものの実体を見定める

のである．情報と解設記事とは表裏一体のものであるか

らそこに少しでも不均衡があってもゆるせない．何でも

かでも情報一本檎で通そうとするのは無理であり，まし

て字数に限りのある情報一本にたよろろとするのは，当

を得たものではないと考えられる．報道界は元来オリジ

ナリテイを酋ぶものであり，画一的な情報は極端にきら

5傾向がある．無理におしつげてものせてくれなげれば

元も子もなくなってしま5．NHKだげは公式発表一本

で進むことにしてその他は情報を適当におりまぜながら

各吐各檬のオリジナリテイを出させても差支ないと思わ

れる．

　洞爺丸事件で一躍クローズァップされた瞬間躍大風速

も事件直後は情報中に入れるべきであるとい5声が聞か

れたが，いざ入れるとなると技術的困難につきあたる．

元来入れるべきものと思われるが若し入れられないなら

ば時と場合に適宜解読記事においこむなり，台風シーズ

ソの直前にそんな記事をのせるとかによっていかよ5に

一も出来る事柄だろ弓．

　優秀な予報者の養成と同時に従来比較的等閑覗されて

8
、

　いた解説者の養成を今年程身にしみて感じた事はない．

　　　中央の情報について

　　毎回のことであるがいつも間題になるのほ， 大阪管区

　情報あるいは幅岡管区情報と中央気象台の情報との関連

　性である．その内容が東京のものは進路予想についてい

　　5ならば巾が広すぎて台風はどこへ行くのかはつきりし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．。〆」
　　ないと非難される．これに反して大阪とか福岡管区の情

　報は微に入り細にわたって情報を出してくれて良くわか

　　るというのである．

　　　これは東京が中央という立場と管区という立場の二つ

　の性格を持っているにもかかわらずそれを明確に区別し

　て発表しない所に間題がひそんでいるように思われる．

　　　中央情報はいわば台風の進路なり暴風圏の大きさなり

　の大筋を示し，どちらかといえば技術的な問題を主体と

　　したものである．管区情報となるとこれは防災面を強く

　打ち出して行くべき性質のものと考える．

　　東京の報道陣の態度についてい5と，何時も質問を受

　けるのは台風は来るのかどうか，風はどの方向で何米位

　吹くのか，何時から暴風になるのか，ということで不満

　の声を聞かされる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「1　　中央情報とは別に管区情報を随時発表して今日の中は

　少くとも関東地方には影響がないとか，或はあるとか関

　東地方に対して意志表示をする必要があると思われる．

　　台風が来る時だげ情報を出して，来なければ出さない

　　といろのではなく，それが例え九州へ上陸したものであ

　っても関東へ影響がないなら犀ないという情報を出すべ一

　きであろう．それでなければ防災としての意昧がなくな

　ってしま5ことになる1台風は毎年必ず来る，ものであ

　る・来年からは是非こんな具合に中央情報と管区情報と

　を分離して出してもらいたいものである．

　　情報と警報
　　洞爺丸事件を例にとると，新聞・ラジオで聞くかぎり

　警報と情報とのケジメがついていない．当．時函館海洋気

　象台から発表した情報が午後6時から10時頃迄情報が

　一っも出されていない，げしからんという声を随分聞か

　されたがこれは情報と警報との区別がはっきりしていな　　　　』

　い証拠である．情報は台風の動きとともに逐次発表して

　行くべき性質のものである．警報は風なり被害程度なり

　をある程度量的に予想して一般に警告するもので1防災

　の面を張く打ち出し亡必要個所には気象台から通報する

　性質のものであり，内容も自ら誤解をまねくことのない

　よ5につとめるべきは勿論である．

　　函館の場合一部からあまりにも早く手際よく警報が出

．　された為却って重大な危機に情報の方が強く浮び出て警

　報がボケてしまったのではないかという声を耳にした

　が，そ5ならば現在の情報を警報に変えるなりして別の　　　…イ

　情報を用意ける事も一応考えてみる必要があると思われ，・

　る・警報は発表する際に最も敷果的に目的が達せられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”ヲく気’～　1．－7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　「i　　　　　　　　　　　　　　一一　千　一　　　　　　　　　・・」一・・

　　　　　　　　ノ　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　’　　　　　　　一　1　　　　　　　　盛賊
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よろにTIMELY・に出す技術が1必要であり，・内容も情

報のよろにあまり変ることのないよう留意すべきである

が，止むを得ない時は更新するなどして一度出したら事

足れりではなく警報発令中は情報にはもちろん解説記事

中にも必ず挿入することにつとめ，常に弓量い関心を維持

させてゆく・必要があるだろろ．

　台風に対するイメージについて

　あらゆる気象教科書にのってもいるし，私どももそろ

信じていた台風に対する考え方乃至概念が今年程無残に

もフミにじられ，未だにあと昧のわるい、悪いをした年も

なかったよろに記憶される．それは異常に大きかった台

園眼の事である．デッパーマソによればフィリッピソに

は眼の異常に大きな台風が時にはあったとの事である

が，私どもはあまり経験した事はなかった．

　第12号台風の時など報道陣は最大の形容詞を使っ

て，警戒を5ながし，九州へ上陸するのを今やおそしと

待ち5けていたものだがいざ上陸してみると案に相違し

．て中心付近で風が意外に弱く，そのため報道陣は一斉に

私どもに向って攻撃の矛を向けてき牟．気象台は我々に

嘘をいった，情報はハヅタリて1はないかと．

　そ0）ため今年程苦しまぎれに新しい用語を使い出した

のも今年の台風の特徴といえよ弓．、その主なものをひろ

ってみると，第5号台風では中心付近で特に風が弱かっ

た事から弱風域とし，奥羽から関東迄め間で分裂した際

は低気圧霧と表現した．

　第12号台風の際は暴風圏と中心域とい弓新しい言葉

を使いはじめた．従来台風の中心は地点で表現していた

が，’地域の考えから中心域とした方がより実際的であ

り，また防災上からは暴風圏が実際的である．ひいてに

それが各分野の防災の一助にも．なると、思われる．

　今年の台風のように特殊の構輩を持ったものが今後再

び来る事も考えられるので，従来の台風をモデルにした

情報の書き方も一応考えなおす必要があり，管区情報の

よろな．ものは暴風圏など災害防止上重要な事柄を張く打

ち出し，中心位置にあまりこだわらぬようにしたいもの

である．

　報道陣の論調

　数多く上陸した台風のおかげ歪今年ほど全国民の台風

に対する関心を高め得た事もなかったと思う．南は九州

から北ぽ北海道に至る迄台風に関係のなかった場所は一

個所もなかった．また今年の台風記事に併行，して報道陣

は今迄あまり扱わなかった気象台の内部事情を絡始紹介

した．定点問題から予算問題も取扱われ，一部からは気

象台は政治的に台風を利用していると非難もされたりし

た．しかしそんな事実はある筈がなく，予想の不手際か

ら世間から肩すかしをくった，ペテソにかかったといわ

れなヵ紡も常1ご気象台に対して理解ある同情的な論調を

よせられた報道陣に深く感謝したいものである．

1954年11月

　「一・一』　　一』一”一滞　1』f一忌』罵』鷲r』・ゴ、ド奪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝89』、 響

　　なお東京では搬の方々か嵯入れとか，一蝉生か』，灘

ら噺蹴を通じて寄付がされるなどそれがどん解か麟

私どもの気持を引き立たせてくれたか計り知れないもめ　r蒙

謡纏弊“　　☆
気象災害をひきおとし軌粥時とか梅雨鄭力㌧

ずといってよい程気象專用通信網が社絶し，そのために、．羅1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　マ　じすずニ

爾後の処置が適切を欠く結果となっ℃しまろのである・　壕憲

昔の講励ざ知らず雛もなお麟のよろ嗣じこ瀬

とを繰り返しているの關故かと疑間をいだ継るを衛欄

ないのである．それが保雛の間題なのカ㍉施設止の問，ξ躍

題なのか・嫡たまた運阯・間題なの峨々にはよぐわ騰

からないが，とにかく重大な災害時に限って障害を起レ漏灘，

てしまろのは放置できない．

今回の第15号韻に際しても台癩九州へL騨▽』灘
とい弓時に九州ブロックから入電がなく非常な困難鱒9陰薦1

きあたってしまっ準のであ繍幸い加縄話で蓮絡を1－ri講

とり・おくればせながら資料の糠をしてことな葦得賃灘
　　　　　　　　　も　コム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みぜす　ポ

鵜論忍灘灘欝雛澄埜畠☆1「
は台風の動向がはつきりしなくなり・そのため轍億△蠣

情報嶢裁おくれる結果となって洞爺丸事件ぴもに、3囎

未だにそれが話題となっているのである・当賄だ囎一驚纐

な事ではあ？たが止むを得ず崎新齢歌頼して清報噸
を集めた事もあり，気象台にとって不手際といえば串．麟麟

程不手際な事はなく・何故新聞批の輩話が活きていて気．冨テ灘・

象台の電信が死んでしまったのか大咋輔を持熔る』．△灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．・　　　．・1，．嚢鞠

を得ない・　　　　　 一
・

漂
、 1

二

噸．

　気象專用線はいかなることがあって も最後迄通信が杜守塞灘

縄してはならない・』通信が仕絶してしまえばそ備果㌧ll｝輔

して夫気図上にその地区だげ白く穴があくこと．馬なり・・☆

ひいて腫大な鱗礪報なり指示報の発表がおくれて一☆灘

我々の今迄の努力も水泡に帰してしま弓のである一．ヤ灘

現在の施設では今後如何檬に改善したどしてもそ旭』灘

どの期待が持てそろもなく，何か別の方法を考える必要脛三耀

がある．例えば有線を無線に切り変える，とか，それが出』・繕耀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒマぞ来なげれば重要個所だけで撫線1こするなどして，それ☆華1

がいかに予算を必要とすると梱を災害か狩るにはそ∵鍛

れ以外ないのである・『　．　　一』灘
　また第5号台風をはじめとして今年の一連の台風につ1〆瀞，。

い宅いえることは，申央気象台の通信速度が常に報道機＼，藩耀

関ゐそれより非常に劣っていたとい弓事である．通信速i｛1騰i

度の優雌を持つ瀧陣が自分で集めた現地の資糀去び灘

とこちに気象台につめよられてはいかにたち討ちしても

到底おぼつかないこと醐らカ・である・蕨と大阪との△ξ

間でさえ有線電話一つない現在，，新聞耐：は既に二回線も、、．

三回線もの直通電話を持っており，それが面岡でも札幌’塁

でもそれぞれ直通を持っているのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9『
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　九州地方が既に暴風圏に入っていると発表すれば速刻

軍話で現地の模嫌を聞き・時には現地の情報なり測候所

長の談話迄も入れてしまうその通信の速さには我．々はた

だただ驚くばかりである．

　第5号台風が四国付近で中央と大阪とで中心位置が違

ろとか分裂したとか新聞種になったのも，ころした高度

の通信速度にものをいわせた結果であり，第14号台風

の時も大阪では潮岬沖で東へ転向して大阪は大丈夫だと

速刻情報を発表したにもかかわらず，東京では未だ発表

の段階にまでいたっていなかったなどはそのよい例だと

思5．かえって我々は地方の状況を逆に新聞瀧から聞か

されるという始末であった．

　若し大阪と東京との聞に直通電話一本があったならあ

のような不手際はなかった筈である．

　驚くべき通信速度を持つ新聞杜を相手として昔流のド

γツー方式オソリーの時代はすぎたのである．

　災害時以外の作業は現在のままでも先ず差支えないと

．思われるが，災害時それも数百数千の人命財産をうばう

』Xハ｝ノ》㌧㎜）V ＼／￥ノ＼－N／￥＿！、～￥

台風，しかも数日前から接近を予想される台風に対して

無線の施設なくして防災の完壁を期することは出来ない

と思われる．まして中央を頭　として骨格を管区とし末

端の測候所を含めて縦横無尽に手足の如く有機的に活動

しなければならない気象台が，災害の都度牛身不随に陥

っていたのでは到底災害対策がたつわけがない．少なく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ’とも中央と各管区地方気象台との間には無線による電話

連絡をそれも二元，三元の連絡施設が望ましく，それに

よって一度び台風が襲来した時は随時各管区なり地方気・

象台の担当当番を呼び出し刻々迫って来る台風に対して

技術あるいは防災上の打合せが出来たならば，完全に気

象台の任．務が途行されると思われる．

　現に今回の台風に際してはNHKは中央気象台にその

施設を持ちこみ，東京・大阪・福岡の三元放邊を行った

のを見せつけられたが，それにひきかえあまりに気象台

の施設が粗末であるのに驚いたわけである．

　　　　　　　　　　　　　　（中央気象台予報課）

　　　　　、一一くノ・○一ゾ・〈一・ハ／￥！》・（！・－一）〉・〈ノV＼八（ノ）V一へ（〈－））・ハー〉〉覧’～＾－・ 〆A一へーヅφ！》、！》、－）〉V》　）　

IUGGその他に出席した山本義一博士からの便り
　1．Radiation　Commissionについて（9月10日付，

ローマより）8日にいよいよ　Radiation　Comlmission

がはじまりました。出席者約20名位で主な人達は
　　　　　　ロ
M6rikofer，Angstr6m，M611er，Gr㎝ond（南アフ

リカ），Robinson（Kew）等で，そのほか私の知ってい

るのではCanadaのGodsonが出ています．奇妙なこ

とにアメリカからは1人も出ていません．この会議は殆

んど間題がshort　wave　radiationに集中されている

が，自分はlong　wave　rad．もequally　importantと

思うが，その方面は論議しないのかとききましたら，

入ngstr6mとMδrikoferがこもごも立って，我々は決

．して10ng　wave　rad．を除外しているわけではなく，そ

の重要性を十分認めているが，目下の所ではshOrt

waveに興昧をもっもの9に対して10ng　waveに興昧

をもっもの1の割合だから今のよ5な会議のあり方にな

るので，その中次第に10ng　waveに重点がおかれるよろ

になるだろ5と云うことでした．9日午後Ramanathan

がきました黒いにこにこした老紳士で，凡ての人に重ん

じられているのはわれわれとしても大いに心彊く思いま

した．

　2．IUGGについて（9月30日付，チューリヒより）

RamanathanがIUGGの次期のPresidentになりま

した．IAM　の方は　Presidentは　Rossby，Vi㏄

PresideutはVan　MieghemとByers，Secretaryは

イギリスのSutcliffe，次の総会はアルゼソチソのブェ

ノスアイレスで開かれるときまりました．大体こちらの

1eve1も日本で論文を通して想像していた通りでしたが・

Goody，Kaplan，Ki㎎と優秀な連中は皆若い人達ばか

10

りなので，私が’10ng　wave　rad．で大きな顔をしてお

られるのも今暫くでしょ5．今度の会議でもBrewerと

Houghton（英の新進）の飛行機を随っての観測結果の発

表がありましたが，ここ1，2年中に米，英で上室での

赤外輻射観測が大いに進歩すると思われます，

　5．CloudPh．ysicsのSymposiumについて（10月

3日付，フラソクフルトより）Z廿richの会議での主な

講演はDess㎝s，Mason，Byers，Rau，Foumier
d’Albe，Facy，Rossby，Schaefer，Ludlum，Bo11ay

等でした．こちらの人達はもはやthreshold　tetnpera－

tureの存在を信じないか，もしあるとすれば400C附

近だが，これもその原因は水にあるのか核にあるのか不

明といった見解のように思われました．人工降雨につい

ての総合的意見はわれわれとほとんど同じでした．

Byersの言葉をかりると科学はこれで不可能と思われ

ていたことをいくつも可能にした．従ってわれわれはこ

の間題についても　optimisticならざるをえない．し

かも同時にわれわれはSdentistとしてその成果の剣定

にできるだけcautiOUSでなげればならないといろこと

でした．Ludlumはoo血merda1．seedingと㎝peri－

mental　seeding　とに分けるとすれば，われわれは後者

の立場をとるもので，そのためにはCloud　Physicsを

もっと研究せねばならないといい，Masonはtarget

areaとControl　areaをもっと合理的に設定し，そこ

で5年位続けてはじめてstatistica11yにあるていどの

ことがいえると思うとのべました．（以上私宛の手紙の

中から私の責任で抜書きして載せた．畠山久爾）

、”禾気”1・7
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